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妊
娠
前
か
ら
子
育
て
期
の
健
康

な
体
作
り
は
「
マ
マ
力り
ょ
く」
を
上
げ

る
た
め
に
も
と
て
も
大
切
で
す
。

心
と
体
を
整
え
て
、
妊
娠
前
か

ら
子
育
て
期
を
楽
し
く
過
ご
し
ま

せ
ん
か
？
お
子
さ
ん
連
れ
で
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
日
時

11
月
24
日
㊍　

９
時
30
分
～
12
時�

（
受
付
９
時
20
分
～
30
分
）

◆
内
容

・
女
性
の
体
の
健
康
に
つ
い
て

（
助
産
師
）

・
む
し
歯
の
リ
ス
ク
度
チ
ェ
ッ
ク
！

（
歯
科
衛
生
士
）

・
グ
ー
パ
ー
食
生
活
に
つ
い
て
、

レ
シ
ピ
紹
介
（
栄
養
士
）

・
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
制
度
、産
前
産

後
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

◆
対
象

市
内
在
住
在
勤
の
お
お
む
ね
40

歳
未
満
の
妊
娠
前
お
よ
び
子
育

て
中
の
女
性

◆
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

◆
費
用　
無
料

◆
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５
、Ｆ
�
１
８
６
５
へ
。

参  

加  

者  

募  

集

マ
マ〝
力り

ょ
く

〟ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
健
康
カ
ラ
ダ
編
）

「市長と話し合う会」を 
開催します

参加を希望される方は、直接会場
にお越しください。
事前のご意見・ご要望などの受け
付けは締め切りましたが、当日の進
行状況次第で、お時間があれば、質
問等ができます。

◆開催日時　
　11月13日㊐　
　13時30分～16時30分
◆開催場所　
　市役所市民室

お問い合わせは、秘書広報課（３階）
☎（20）1512、Ｆ（20）1601へ。
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大
規
模
災
害
時
の
医
療
救
護
体
制
に
つ
い
て

今
回
は
、
先
日
行
わ
れ
た
自
治

会
長
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会

で
も
質
問
の
あ
っ
た
「
大
規
模
災

害
時
の
医
療
救
護
体
制
」
に
つ
い

て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

従
来
、
災
害
発
生
後
の
急
性

期
（
72
時
間
以
内
）
に
設
置
す

る
救
護
所
は
「
市
が
避
難
所
の

一
角
な
ど
に
設
置
し
、
そ
こ
へ
医

師
会
の
救
護
班
（
開
業
の
医
師
・

看
護
師
）
に
来
て
い
た
だ
き
、
重

症
度
の
選
別
や
、
軽
症
者
へ
の

処
置
等
を
行
っ
て
も
ら
う
」
と

い
う
も
の
で
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど

の
市
町
村
が
こ
の
よ
う
な
体
制

を
と
っ
て
お
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
相
次
ぐ
大

規
模
災
害
で
は
「
負
傷
者
は
、

医
療
機
関
に
殺
到
し
、
避
難
所

等
に
救
護
所
が
設
置
さ
れ
る
ま

で
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
」「
医
療
資

機
材
の
ほ
と
ん
ど
な
い
救
護
所

で
負
傷
者
を
診
る
よ
り
、
そ
れ

ら
が
そ
ろ
っ
て
い
る
医
療
機
関
で

診
た
ほ
う
が
は
る
か
に
効
率
的
」

「
甚
大
な
被
害
の
出
た
大
規
模
災

害
で
は
、
地
元
医
師
会
は
短
時

間
で
医
師
等
を
救
護
所
へ
派
遣

で
き
な
い
」
と
い
う
実
態
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
茂
原
市
と
長
生
郡

の
町
村
で
は
、
長
生
郡
市
広
域
市

町
村
圏
組
合
と
共
に
、
医
師
会
や

長
生
病
院
と
の
検
討
会
を
開
催

し
、
新
た
な
医
療
救
護
体
制
の
構

築
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
内
容
は
「
急
性
期
、
市

町
村
は
、
避
難
所
等
に
救
護
所

を
設
置
せ
ず
、
長
生
郡
市
の
主

要
な
外
科
系
救
急
病
院
（
公
立

長
生
病
院
・
宍
倉
病
院
・
塩
田

記
念
病
院
）
を
広
域
医
療
救
護

所
と
し
て
指
定
す
る
」「
指
定
さ

れ
た
病
院
で
は
、
通
常
の
外
来
診

療
を
中
止
し
、
屋
外
テ
ン
ト
等

で
重
症
度
の
選
別
や
軽
症
者
へ
の

処
置
や
さ
ら
に
重
傷
な
方
の
応

急
処
置
を
行
い
、
被
災
地
外
の

病
院
へ
の
適
切
な
搬
送
を
行
う
」

「
市
町
村
は
、
広
域
医
療
救
護
所

へ
職
員
を
派
遣
す
る
」「
広
域
医

療
救
護
所
以
外
の
医
療
機
関
は
、

可
能
な
範
囲
で
軽
症
者
の
治
療

に
あ
た
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

本
格
始
動
に
は
、
ま
だ
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
準
備

は
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

長
生
郡
市
で
は
、
救
急
車
が

予
備
車
輌
を
含
め
て
９
台
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
通
常
の
救

急
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
台

数
で
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、

供
給
を
大
幅
に
超
え
る
要
請
が

殺
到
す
る
た
め
「
救
急
車
を
呼

ん
で
も
全
く
来
な
い
」
と
い
う

状
況
が
充
分
起
こ
り
得
ま
す
。

当
地
域
で
被
害
想
定
が
一
番

大
き
い
東
京
湾
北
部
地
震
で
は
、

長
生
郡
市
で
死
傷
者
７
６
２
名

に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
地
域
の
救
急
車
や
医
療
機

関
だ
け
で
は
、
こ
の
数
に
到
底

対
応
で
き
ま
せ
ん
。

当
然
、
地
域
外
か
ら
の
支
援

に
も
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

「
家
具
の
下
敷
き
に
な
ら
な
い
」

「
家
の
下
敷
き
に
な
ら
な
い
（
可

能
な
限
り
２
階
で
寝
る
）」「
ガ
ラ

ス
等
で
足
を
負
傷
し
な
い
」
な
ど

の
減
災
対
策
を
心
掛
け
「
負
傷

者
を
出
さ
な
い
地
域
」
と
な
る
よ

う
日
々
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


